
 

 

2025 年 7月 24 日 

列車の安全運行のために：飛来物防止のお願い 

近年、沿線地域では強風によって農業用ビニール等が飛ばされ、鉄道の運行に支障をきたす事例が
増えています。全国では、線路に飛来してきたと思われる農業用倉庫が列車に衝突し、乗客の方が亡
くなるという痛ましい事故も発生しています。 
 ビニールが架線に絡まると車両や設備の損傷、撤去作業等に伴う、長時間に渡る運行見合わせによ
り通勤・通学など日常生活にも大きな影響を及ぼします。 
 こうした事態を防ぐため、農業用ビニール等は確実に固定するなど、飛散防止の徹底をお願いいた
します。皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

１.直近の事象 

 （１）発生日時 2025 年７月９日（水） 

 （２）発生場所 九州新幹線 新水俣駅 ～ 出水駅間 

 （３）事象概況 

・上り列車から架線に飛来物があると報告 

・さくら 543 号の乗務員が確認したところ、飛来物が架線に付着していることを発見 

・保守社員が到着し、撤去作業を行い運行を再開 

・新幹線４本が運休、６本の列車に最大 90分の遅れが発生 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.参   考 

飛来物を原因とした列車の運行見合わせ件数（過去３年間） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 

飛来物による輸送障害件数 ４件 ８件 ８件 

新幹線と在来線の内訳 幹２/在２ 幹１/在７ 幹１/在７ 

※輸送障害・・・列車の運休または旅客列車に 30 分以上、旅客列車以外に 1時間以上の遅延を生じたもの 

 

2023 年６月 13 日発生 

西九州新幹線 

嬉野温泉駅～新大村駅間 

2024 年 12 月 29 日発生 

日豊本線 

下ノ江駅～熊崎駅間 

2025 年１月７日発生 

鹿児島本線 

筑後船小屋駅～南瀬高駅間 

架線に付着する飛来物（防草シート） 飛来物（防草シート）縦 11ｍ×横２ｍ 

パンタグラフに 
付着した飛来物 


